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町
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め
感
染
防
止

対
策
事
業
や
活
性
化
の
た
め
、
支
援
事
業
を

行
っ
た
。
定
額
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
へ
の

給
付
、
茶
業
や
一
般
事
業
者
へ
の
給
付
。
商

品
券
配
布
等
で
あ
る
。
質
疑
で
は
、
予
算
と

実
際
の
給
付
額
と
の
差
に
つ
い
て
、
受
給
者

の
実
態
把
握
と
周
知
の
方
法
に
問
題
が
指
摘

さ
れ
た
。
ま
た
、
運
動
場
等
公
共
施
設
利
用

に
際
し
て
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
求
め

る
要
望
や
診
療
所
で
の
コ
ロ
ナ
検
査
の
実
施

を
求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
売
上

が
減
少
し
て
い
る
和
束
荘
へ
の
援
助
金
に
つ

い
て
は
公
的
支
援
の
あ
り
方
や
運
営
方
法
に

つ
い
て
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
観
光
受
け
入
れ

も
農
泊
も
全
面
停
止
と
な
っ
た
中
、
延
期
さ

れ
た
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
の
コ
ー

ス
も
整
備
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
も
観
光
目
的
に
限
定
し
て
実
施
す
る
方

向
で
動
い
て
い
る
。
ま
た
農
産
物
販
売
を
担

う
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
も
始
ま
っ
た
。

質
疑
で
は
観
光
事
業
中
止
の
中
、
補
助
金
が

予
算
ど
お
り
執
行
さ
れ
て
い
る
事
に
疑
問
が

出
さ
れ
た
。

和束町議会だより
決算

令
和
3
年
第
3
回
定
例
会
は
9
月
8
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
町
長
提
出
の
令
和
2
年
度
決
算

認
定
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
、
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
や
制
定
な
ど
4
件
、
工
事
請
負
契
約
締

結
1
件
、
過
疎
地
域
計
画
の
策
定
、
湯
船
M
T
B
ラ
ン
ド
指
定
管
理
者
期
間
変
更
、
消
防
自
動
車
購
入
契
約
締
結

な
ど
、
議
員
発
議
で
は
3
件
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

決
算
認
定
は
14
日
、
15
日
全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
、
令
和
2
年
度
に
取
組
ま
れ
た
事

業
の
成
果
や
課
題
、
予
算
の
使
い
方
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。
討
論
、
採
決
の
結
果
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
認
定
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

第3回　　
定例会では
（9月８日開会　
　  22日閉会）

コ
ロ
ナ
関
連

交
流
・
観
光

交流事業拡大で
定住促進へ

コロナ対策として役場庁舎窓口に設置されたアクリル板

グリーンスローモビリティ交流ステーション
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令和２年度一般会計決算・歳出の内訳

37億8039万円
歳 出

総務費
11億943万円

民生費
8億311万円

衛生費
5億4583万円

商工費
1億1048万円

農林業費
1億6560万円

土木費
1億8130万円

消防費
1億9979万円

教育費
2億2441万円

災害復旧費
4154万円

公債費
3億4513万円

議会費
5377万円

※一般会計の決算額をベースにして令和３年３月31日現在の人口3,755人で算出しました。

町道・橋りょう整備事業、
町営住宅管理事業

29,422円1人あたり

町が借りたお金の返済金

91,912円1人あたり

48,282円1人あたり

台風や豪雨により、被災した
道路や河川などの復旧工事

11,063円1人あたり

59,763円1人あたり

53,206円1人あたり

ゴミ処理費用、予防接種・検診費
用、京都山城総合医療センター
への負担金

145,361円1人あたり

児童手当、障害者や高齢者の
福祉サービス、保育園経費

213，878円1人あたり

議員報酬、議員共済負担
金、議事録作成費用

14,320円1人あたり

職員の人件費、路線バス
運行維持補助金、コロナ
特別定額給付金

295,454円1人あたり

44,101円1人あたり

小・中学校維持管理事業、スポーツ
振興事業、給食センター管理運営事業

観光振興事業、生活応援商
品券、事業者応援給付金

防災無線維持管理事業、相楽中部
消防組合負担金、消防団運営事業

農業委員会、茶業経営支援
給付金、交流ステーション
新築工事

　

総
合
保
健
福
祉
施
設
整
備
に

向
け
、
地
域
福
祉
基
金
を
積
み

立
て
た
。
災
害
時
の
避
難
場
所

で
も
あ
る
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
・
改
修
工
事
に
も
着

手
。
和
束
小
学
校
に
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
た
。
ま

た
祝
橋
・
石
寺
橋
整
備
事
業
も

着
々
と
進
め
ら
れ
た
。
質
疑
で

は
、
福
祉
施
設
の
場
所
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
と
資
金
面
で
疑
問
が

出
さ
れ
た
。

　

令
和
2
年
度
は
第
4
次
総
合

計
画
最
後
の
年
で
あ
り
、
続
く

第
5
次
計
画
も
提
示
さ
れ
た
。

ま
た
情
報
発
信
強
化
の
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
更
新
さ
れ
、

文
化
的
景
観
調
査
も
引
き
続
き

進
め
ら
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、
和
束
町
の
合
計

特
殊
出
生
率
0
・
94
と
低
い
中
、

い
か
に
人
口
増
に
つ
な
げ
て
い

く
か
、
町
独
自
の
人
口
誘
導
策

（
例
え
ば
公
営
塾
の
よ
う
な
）
の

必
要
性
が
唱
え
ら
れ
た
。

将
来
に
向
け
て

イ
ン
フ
ラ
・
防
災

令和２年度決算額
　　　一般会計　　　　　　　　　　　　　　　特別会計（６特別会計）
　　　　歳入総額　　38億6,159万円　　　　　　　歳入総額　　21億3,451万円
　　　　歳出総額　　37億8,039万円　　　　　　　歳出総額　　20億6,105万円

和束町議会だより
決算

コロナ禍の中、

※一般会計の決算額をベースにして令和3年3月31日現在の人口3,755人で算出しました。

和束小学校にマンホールトイレ設置

落橋した祝橋
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令和２年度 一般会計決算認定討論

決算特別委員会

　①コロナ対策では定額給付
金支給等、住民生活への直接支援の実施
は高く評価できるが、住民への情報提供
も丁寧さに欠け、極めて不十分。また公
的医療の役割を発揮すべき診療所が十分
機能しなかった。役割にふさわしい責任
を　②定住促進について、行政として一
定数の公営住宅を受皿として整備、確保
する方針への転換を。子育て支援につい
ては、現状維持に甘んじず、更なる支援
の充実を　③公共交通の充実・整備につ
いて、住民の生活の足の確保・充実が置
き去りにされた。④総合保健福祉施設整
備場所選定を判断した経過は極めて不透
明　⑤観光関連事業は継続が多く、多額
の経費がどのように生かされているのか不
透明　⑥会計年度任用職員制度について、
処遇改善はむしろ後退方向。相楽東部広
域連合について、広域連合の在り方、特
に教育委員会の位置付けを再検討する時
期を迎えている。教育という重要な問題
を自らの町、議会が直接関われないこと
は致命的な欠陥である、の理由から反対
する。

　①コロナ対策では、特別定
額給付金の迅速かつ適切な支給、茶農家、
事業者などを対象とした支援金の給付、
地域経済の好循環を目指した生活応援商
品券事業など、住民の暮らしを守るため、
本町の実情に応じたきめ細かな事業を実
施　②保健・医療・福祉の総合的な拠点
として総合保健福祉施設を整備するため、
基本計画を策定。整備に向け本格的な取
組がスタート　③甚大な被害をもたらす
災害が頻発している中、体験交流センター
の耐震改修工事やマンホールトイレの整
備など災害に強い地域づくりを推進し、
住民の安心・安全の確保に努められた　
④犬打峠トンネル完成を見据えた交流ス
テーション（農産物直売所）の運営開始
や農業体験による移住定住施策の展開な
ど、交流人口の拡大に向けた取組など第
４次総合計画の集大成を目指した事業を
推進し、将来を見据えた施策を展開して
いることを評価し賛成する。

岡
本
正
意 

議
員

村
山
一
彦 

議
員

Ｑ 　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
直
診
勘
定
）
に
、
一
般
会
計
繰

入
金
が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
。

Ａ�　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え
に

よ
る
診
療
収
入
減
が
大
き
い
。

Ｑ 　

指
定
管
理
者
経
営
支
援
事
業

補
助
金
と
し
て
1
5
0
0
万
円

支
出
済
と
あ
る
が
。

Ａ 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
と
し
て
京
都
和
束
荘
に
対

し
支
援
を
し
た
。

Ｑ 　

令
和
2
年
度
に
コ
ロ
ナ
対
策

交
付
金
と
し
て
国
よ
り
い
く
ら

支
援
を
い
た
だ
い
た
の
か
。

Ａ 　

総
額
5
億
7
5
0
0
万
円
で

特
別
定
額
給
付
金
3
億
8

�
3

�
0
�

0
万
円
、
そ
の
他
1
億
9

�
1

�
0
�

0
万
円
は
主
に
感
染
防
止
対
策

と
し
37
事
業
実
施
し
た
。

Ｑ�　

法
人
町
民
税
の
滞
納
繰
越
分

の
徴
収
が
昨
年
に
比
べ
る
と
非

常
に
少
な
い
が
。

Ａ�　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

て
お
り
、
差
押
え
を
控
え
た
。

Ｑ 　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
受
益
者
分
担
金
過
年
度
分

60
万
円
が
収
入
未
済
額
と
な
っ

て
い
る
が
。

Ａ�　

下
水
道
を
引
っ
張
っ
た
3
軒

分
の
負
担
金
で
現
在
住
ん
で
お

ら
れ
ず
未
納
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ�　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

策
定
委
託
料
3
0
1
万
円
計
上

さ
れ
い
る
が
。

Ａ�　

現
在
本
町
は
、
ご
み
処
理
は

三
重
県
の
民
間
施
設
に
依
頼
し

て
い
る
。
同
社
よ
り
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
も
の
。

Ｑ�　

事
業
者
応
援
給
付
金
3

 
7

 
5
 

万
円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
1
件

当
た
り
5
万
円
給
付
と
す
る
と

75
件
に
な
る
。
少
な
い
の
で
は
。

Ａ�　

1
5
0
件
程
度
は
あ
る
か
と

想
定
し
て
い
た
。
周
知
不
足
が

あ
っ
た
の
か
反
省
し
て
い
る
。

Ｑ 　

ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
に
委
託
料
と

し
て
3
0
0
万
円
出
て
い
る
が

利
用
状
況
は
。

Ａ 　

一
般
社
団
法
人
国
際
日
本
茶

協
会
に
事
業
を
委
託
し
て
お
り

昨
年
度
は
5
3
8
人
の
利
用
が

あ
っ
た
。

Ｑ 　

第
4
次
総
合
計
画
に
於
い
て

人
口
計
画
を
出
さ
れ
た
が
、
そ

の
総
括
は
。

Ａ�　

4
3
0
0
人
を
目
標
と
し
た

が
3
7
8
7
人
と
大
幅
に
下
回

る
。
社
会
増
減
と
し
て
、
転
出

さ
れ
る
方
が
大
変
多
く
な
っ
て

い
る
。

Ｑ 　

京
都
府
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
1
・
22
だ
が
和
束
町
は
。

Ａ�　

平
成
30
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
0
・
94
で
年
々
下
が
っ
て

い
る
状
況
。

Ｑ�　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

導
入
さ
れ
た
が
、
職
員
の
待
遇

は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

Ａ�　

現
在
67
人
勤
務
し
て
お
り
、

給
与
、
報
酬
は
令
和
2
年
度
7

0
0
8
万
円
支
出
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
よ
り
増
加
し
て
い

る
。

賛成反対

Q&A
和束町議会だより

主な質疑
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質
疑

問　

値
上
げ
に
つ
い
て
事
前
に

丁
寧
、
詳
細
な
説
明
や
意
見
を

広
く
聞
く
こ
と
が
行
政
の
責
任

で
は
。

答　

簡
易
水
道
は
住
民
に
と
っ

て
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
事
な

施
設
で
す
。
湯
船
か
ら
一
元
化

す
る
強
い
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
去

年
木
屋
の
加
入
を
も
っ
て
完
成

し
た
。
し
か
し
多
額
の
起
債
残

高
を
抱
え
こ
れ
以
上
は
経
営
の

根
幹
に
か
か
わ
る
と
の
判
断
に

基
づ
き
、
後
世
に
大
き
な
つ
け

を
残
さ
な
い
よ
う
に
審
議
を
重

ね
た
結
果
値
上
げ
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　

今
回
の
改
定
は
基
本
水
量

10
立
米
か
ら
5
立
米
に
、
基
本

料
金
を
１
５
０
０
円
か
ら
２
０

０
０
円
に
、
超
過
料
金
を
1
立

米
当
た
り
１
７
０
円
か
ら
２

０
０
円
に
す
る
。
実
に
2
倍
に

な
る
。

答　

水
道
料
金
の
値
上
げ
の
根

底
に
は
す
べ
て
の
方
に
応
分
の

負
担
を
い
た
だ
こ
う
と
の
考
え

で
す
。
低
廉
な
水
道
、
安
心
安

全
な
水
道
。
こ
れ
は
水
道
法
の

目
的
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
値

上
げ
も
水
道
法
の
適
用
範
囲
。

こ
の
法
に
基
づ
い
た
処
置
で
す
。

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　

水
道
委
員
会
に
諮
問
さ
れ

た
が
、
改
正
案
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
審
議
さ
れ
た
の
か
。

答　

6
案
程
度
の
案
を
出
し
て

審
議
を
し
た
。
値
上
げ
は
資
本

費
と
い
わ
れ
る
起
債
の
償
還
金
、

こ
の
額
を
捻
出
す
る
の
が
目
的

の
一
つ
。
そ
し
て
、
公
営
企
業

会
計
に
移
行
す
る
事
に
よ
り
公

料
金
対
策
と
い
う
交
付
金
が
頂

け
る
。
こ
れ
が
今
の
償
還
金
に

充
て
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問　

水
道
委
員
会
、
そ
の
情
報

が
全
く
我
々
に
と
ど
い
て
い
な

い
。
密
室
会
議
で
決
め
ず
広
報

し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
が
。

答　

会
議
規
則
上
密
室
と
い
う

の
は
非
常
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
な

る
べ
く
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
考
え
て
い
く
。

問　

設
備
投
資
を
す
る
と
、
そ

の
時
の
予
算
に
見
合
っ
た
と
き

少
し
ず
つ
で
も
値
上
げ
し
て
い

れ
ば
、
大
幅
な
値
上
げ
に
至
ら

な
か
っ
た
。
急
激
な
値
上
げ
が

住
民
か
ら
の
苦
情
と
い
う
形
で

噴
き
出
て
い
る
。
結
局
は
行
政

の
怠
慢
と
い
わ
れ
て
し
ま
う
。

答　

値
上
げ
は
極
力
避
け
て
い

こ
う
と
の
当
初
の
方
針
が
あ
っ

た
か
ら
だ
が
、
施
設
を
計
画
す

る
時
に
は
財
源
が
必
要
で
す
。

問　

コ
ロ
ナ
の
問
題
も
あ
り
、

住
民
生
活
も
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
状
況
を
勘

案
し
て
計
画
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

安
定
給
水
、
将
来
こ
の
事

業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
背

骨
的
・
組
織
的
・
根
本
的
な
値

上
げ
は
き
ち
っ
と
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

令和４年４月１日から

年度毎の償還見込み額

水道料金旧新比較表

提案理由
・�平成27年度から水源の一元化、施設の維持管理、機器の更新など計画的に行ってきた。
・�事業に要した元利償還が令和４年度から始まり令和８年度にピークを迎える。
・公営企業法の独立採算制を理念とし使用者に応分の負担をいただき、健全な水道事業の経営と後世に
負担を残さないこと。
・水道委員会に諮問をした結果、水道委員長より水道料金の改定（案）に原案に異議なしとの答申があ
りました。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

1億200万円 1億2,200万円 1億3,000万円 1億4,100万円 1億4,300万円 1億4,400万円 1億3,900万円 1億3,400万円

立米 旧料金 改定料金 差額 比率 立米 旧料金 改定料金 差額 比率
1～5 1,650 2,200 550 133% 14 2,398 4,180 1,782 174%
6 1,650 2,420 770 147% 15 2,585 4,400 1,815 170%
7 1,650 2,640 990 160% 20 3,520 5,500 1,980 156%
8 1,650 2,860 1,210 173% 25 4,455 6,600 2,145 148%
9 1,650 3,080 1,430 187% 30 5,390 7,700 2,310 143%
10 1,650 3,300 1,650 200% 35 6,325 8,800 2,475 139%
11 1,837 3,520 1,683 192% 40 7,260 9,900 2,640 136%
12 2,024 3,740 1,716 185% 45 8,195 11,000 2,805 134%
13 2,211 3,960 1,749 179% 50 9,130 12,100 2,970 133%

ピーク

和束町議会だより
議会で決まったこと

簡易水道事業給水条例の一部改正　　　
15年ぶりに水道使用料金を改正

可決



6

　今回の条例改正は、かなり四苦八苦した１件であります。「給
水条例の一部を改正」、いわゆる料金改定にもろ手を挙げて賛
成することはできません。しかしながら、５人の議員の一般質
問の質疑、答弁、また本日の質疑、答弁を聞き、和束町簡易水道事業の将来を見据えたとき、料
金改正はしかるべき時期にしかるべき判断を下すことが必要と判断し、料金改定については、今、
この時期に英断することが将来に不安を残さない結果となると判断し、賛成する。

　水道料金の値上げは平成19年以来となります。水道事業の流
れを時系列に見ますと、昭和51年に基本料金を１か月10立方メ�
ートル1,000円に７施設料金統一を行い、昭和57年に基本料金を
1,300円に値上げしています。そして、直近の値上げは平成19年に基本料金1,500円に値上げしてい
ます。
　今回の値上げの理由は借金の返済です。皆さんもご存じのように、和束町は財源の乏しい貧し
いまちです。一つの事業を手がけるのにも補助金、起債頼りです。本水道事業も平成９年に９年
近くかけ４施設統合事業を手がけました。総事業費36億5,000万円、うち補助金16億7,000万円、起
債等19億8,000万円の大事業でした。
　そして平成27年、５年かけ西部、木屋施設の統合を行いました。総事業費10億7,000万円、うち
補助金２億8,000万円、起債等７億9,000万円要しました。その公債費の償還額が令和４年度から大
幅に増加します。令和２年度9,100万円が令和４年度には１億2,200万円、ピーク時の令和８年度に
は１億4,400万円に達します。
　先日の一般質問でも聞きました。今まででも値上げのタイミングは何度もあったはず。平成元
年に消費税３％が導入されました。平成９年には消費税が５％に引き上げられました。しかし、
どちらも内税としたので、実質値下げになりました。そして平成19年、施設統合の大事業を終え
値上げ実施。しかしながら基本料金1,300円から1,500円と小幅な値上げにとどまりました。これら
は住民の負担を考えてのことですか。当然ながら、起債をもって財源を確保するなら、返済のシ
ミュレーションは行っているはず。あまりにも危機管理意識が甘いと断じざるを得ない。
　そして、有収水量の減少も値上げの理由とされている。実際、平成20年には48万1,000立方メー
トルだったのが、令和２年には40万3,000立方メートルと７万8,000立方メートルも減っている。こ
れは人口減少によるものと捉えていいでしょう。
　和束町の人口は昭和51年には6,436人だったのが令和３年には3,755人と大幅に減少しています。
昨年の国勢調査では3,483人となっています。和束町の第４次総合計画では、令和３年度末の人口
は4,300人と想定していましたが、想定外のスピードで人口減少が進んでいます。非常に難しい課
題ですが人口対策は急務です。
　今回の水道料金の大幅値上げ、心情的には賛成できるものではありません。しかし今さら井戸
水の生活には戻れません。和束町の水道水はおいしいと。だから水道事業は存続を望むものです。
　昭和51年の基本料金1,000円から45年たった今日、1,500円と1.5倍に抑えてきました。経済状況を
見ると、和束町役場の高卒の初任給は昭和51年は７万2,100円、令和３年度では16万100円と2.2倍
となっています。民間企業も同様、2.2倍となっています。今回苦渋の決断ですが、水道事業存続
のためにも住民の皆様に応分の負担のご理解をいただき、賛成する。

井上武津男 議員

村山一彦 議員

和束町議会だより
議会で決まったこと

　　　　簡易水道 料 金条例改定
賛成討論
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①　�コロナ禍による命の危険、暮らし、営業の困難が切迫する
下での負担増は暴挙であり、容認できない。今、優先すべ
きは、住民の命と暮らしを守り抜くこと。

②　�あまりにも法外で冷酷な内容。全世帯が値上げになり、現在の基本水量10㎥使用世帯の料金
が２倍に。超過料金の負担世帯は基本料金が実質２倍、多くの世帯が40～60％の大幅値上げ
になる。低所得世帯の負担が重くなり、住民生活や地域経済が苦境にある最中の値上げは常
軌を逸している。

③　�住民の中に分断を持ち込み、財政難の本質をごまかす値上げ。料金収入減少の主な理由に自
家水源を持つ世帯が多いことを強調し負担を求めると言うが、増収分の４～５％分に過ぎな
い。意図的に住民の中に不公平感を煽り、値上げを正当化するもの。

④　�住民や議会にまともに説明も情報提供も、意見聴取も一切していない。実際に負担している
住民は丁寧な説明と情報提供をうけ意見を述べる権利がある。今年４月には町長選挙があっ
たが値上げ問題についてなぜ堂々と信を問わなかったのか、あまりに無責任。

⑤　�値上げが及ぼす暮らしや営業、まちづくりへの影響や手立てを何も考えていない。水道事業
の維持や持続性の確保は重要だが、事業が維持されても、暮らしや営業が壊されるのは本末
転倒で安定的な事業にもつながらない。固定費である水道料金が値上げになれば、生活への
圧迫となる。水は命を支えており、水が止まれば命の危険につながる。まちづくりへの影響
も避けられず、定住意欲の減退を必ず招く。現役世代や移住者への影響が大きく、生活しや
すい地域への流出を招き、移住促進にとってもマイナスでしかない。

⑥　�今回の値上げが安定した事業運営を保障するものではない。水道法の目的には「清浄にして
豊富低廉な水の供給を図り、もって公衆衛生の向上と生活環境の改善とに寄与する」とあり、
水道は公共性の高い事業。値上げは法の目的と独立採算の矛盾を浮き彫りにした。国や府の
援助がなければ「低廉な水の供給」は不可能。何よりも安全性が大事な水道事業に、広域化
や儲け優先の民間運営は許されない。以上の理由から反対する。

　一般質問でも申しました、根拠は何ですか。そして、今も延々
と質問させていただいたがまともな答えじゃなかったと私は
思っております。今日ここで採決をするのは非常に分からない

です。上げる時期があったのに上げないで、そして延々と延ばし、その訳は私が言いました町長
の手腕があった。その手腕をこれだなということは分かっております。なぜ、積極的な行動を取
らないで延々とほったらかしたのか。今、この不況の中、皆さんが非常に困っておられるときに
三つも四つも五つも苦しい時にどうしてこのような値上げの案が出てくるんですか。それが首長
たる者がすることですか。時期というものがあると思います。
　そして、この議案に賛成の議員の皆さん、よく言っておきます。今どういう時期か分かってお
られますか。歴史に残りますよ。ここに座っている９人、そして議長１人、10人。私は今まで議
員を27年間させていただきましたけど、こんなむちゃくちゃな条例が出てきたことはありません。
何としてでもこれは止めなければならない理由から反対する。

岡本正意 議員

小西啓 議員

和束町議会だより

　　　　簡易水道料 金条例改定
議会で決まったこと

反対討論
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令
和
3
年
度
補
正
予
算
で
は
一
般
会
計
で
2
億

2
5
2
0
万
円
、
特
別
会
計
で
2
3
1
万
円
が
増

額
さ
れ
た
。

知っておきたい補正予算
○コロナ関連

　・生活応援商品券� 3,888万円
　・事業者支援給付金� 1,650万円
　・高校生等就学応援給付金� 1,365万円
　・コロナワクチン接種委託料� 110万円
　・小児インフルエンザ予防接種� 80万円

○総合保健福祉施設整備事業関連

　・測量設計業務委託料� 425万円
　・整備支援業務委託料� 198万円
　・土地鑑定業務委託料� 49万円

○和束保育園耐震改修事業関連

　・東保育園・いきいきこども館改修
　　工事費� 4,576万円
　・給食設備備品� 620万円
　・工事施工管理委託料� 133万円

○その他

　・祝橋整備事業工事費� 4,700万円
　・災害復旧工事費� 1,350万円
　・町道維持修繕工事費� 1,000万円
　・相楽東部広域連合負担金� 655万円
　・農業経営継承発展支援事業補助金
� 300万円

和
束
町
総
合
保
健
福
祉
施
設

建
設
委
員
会
設
置
条
例

問　

会
議
の
公
開
性
を
担
保
す

る
要
領
は
作
っ
て
い
く
の
か
。

答　

会
議
の
公
開
、
会
議
録
や

開
催
日
の
公
表
は
、
建
設
委
員

会
に
諮
っ
て
決
め
て
い
き
た
い
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
軽

消
防
自
動
車
の
購
入
契
約

問　

2
台
と
も
町
役
場
で
使
用

す
る
も
の
か
。

答　

各
地
区
に
配
置
す
る
予
定
。

和
束
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画

問　

今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
。

答　

公
共
施
設
等
の
整
備
計
画

は
財
政
運
営
や
将
来
的
な
街
づ

く
り
を
担
う
う
え
で
非
常
に
大

切
で
す
。
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

は
診
療
所
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
一
つ
に
集
約
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
効
率
化
を
目
指
す
。

問　

こ
の
総
合
計
画
で
住
宅
問

題
の
位
置
づ
け
は
。

答　

特
性
を
活
か
し
地
域
に
根

ざ
し
た
住
宅
供
給
を
図
り
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
適
格
に
応
え
て

い
く
た
め
魅
力
あ
る
住
環
境
の

整
備
を
図
る
。

問　

和
束
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
の
考

え
方
は
。

答　

和
束
茶
だ
け
で
な
く
そ
れ

以
外
の
6
次
化
産
業
を
巻
き
込

み
、
食
品
業
界
等
と
も
連
携
し

な
が
ら
和
束
茶
を
全
国
に
広
げ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

地
域
公
共
交
通
の
在
り
方

に
つ
い
て
。

答　

相
楽
東
部
3
町
村
の
住
民

の
交
流
も
持
ち
な
が
ら
意
見
を

交
わ
し
て
和
束
町
だ
け
で
な
く

3
町
村
も
含
め
た
公
共
交
通
と

い
う
形
で
検
討
す
る
の
も
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

湯
船
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
ン
ク
ラ

ン
ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定

変
更

問　

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
は
5
月
14
日
か
ら
16

日
で
、
そ
の
日
に
指
定
管
理
が

終
わ
る
と
は
、
後
始
末
と
か
の

余
裕
日
は
取
ら
な
い
の
か
。

答　

本
来
は
後
始
末
等
の
余
裕

日
が
必
要
だ
が
、
一
方
で
（
株
）

湯
船
か
ら
指
定
管
理
は
必
要
最

小
限
で
協
力
す
る
と
の
申
し
出

が
あ
っ
た
為
で
す
。

問　

翌
日
か
ら
の
管
理
は
ど
こ

が
お
こ
な
う
の
か
。

答　

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ

ー
ム
ズ
が
終
了
後
の
後
片
付
け

等
に
つ
い
て
は
地
域
力
推
進
課

で
行
う
予
定
で
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
は
。

答　

受
付
窓
口
で
の
検
温
の
徹

底
、
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
て
い
る

か
記
入
し
て
い
た
だ
く
。
も
し

も
疑
わ
し
い
方
の
対
応
と
し
て

医
師
の
確
保
、
運
送
車
両
の
待

機
と
、
万
全
の
対
策
を
と
っ
て

大
会
に
臨
ん
で
行
く
。
ま
た
、

大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
研
修
計
画
は
予
定
し
て
い

る
。

和束町議会だより
議会で決まったこと
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意
　
見
　
書

　

第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
に
次
の
と
お
り
意
見
書

が
提
出
さ
れ
①
・
②
の
意
見
書
は
所
管
大
臣
等
に
送

付
し
ま
し
た
。

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
、
医
療
提

供
体
制
の
強
化
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

総
務
厚
生
常
任
委
員
長

�

村
山
一
彦　

議
員

�

《
賛
成
者
全
員
》

②�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

髙
山
豊
彦　

議
員

�

賛
成
者　

6
人

�

反
対
者　

1
人

③�

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
国
民
生
活
へ
の
支
援
強
化

を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

岡
本
正
意　

議
員

�

賛
成
者　

2
人

�

反
対
者　

5
人

可�

決
否�

決
可�

決

各議員の賛否
審
議
結
果

会
議
区
分

� 議員名
議案名

岡
田
　
勇

髙
山
豊
彦

藤
井
清
隆

村
山
一
彦

吉
田
哲
也

井
上
武
津
男

岡
本
正
意

畑
　
武
志

小
西
　
啓

岡
田
泰
正

認
定 委 令和２年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和２年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和２年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和２年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和２年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

可
決 本 和束町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ × ○ × ○ × −

可
決 本 和束町個人情報保護条例の一部を改正する条例 早 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 早 −

可
決 本 令和3年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 早 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 早 −

可
決 本 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め

る意見書 早 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 早 −

否
決 本 コロナ禍で疲弊する国民生活への支援強化を求める意見書 早 × × × ○ × ○ × 早 −

※会議区分　本は本会議　委は決算特別委員会　　○は賛成　×は反対　早は早退　−は採決に加わらない
　岡田泰正議長は本会議の採決に、岡田勇決算特別委員長は決算認定の採決に加わりません。

令和3年第3回定例会（9月）に、提出された議案のうち賛否がわかれたもの

7
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

○�
祝
橋
上
部
工
架
設
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

�
契
約
金
額�

1
億
7
0
5
0
万
円

　

契
約
相
手
方�

㈱
ア
ル
ス
製
作
所
近
畿
営
業
所

○�

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

�

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
主
体
が
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
変
わ
り
、
発
行
手
数
料
規
定
を

削
除
。

○�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
空
調
設
備
設
置
等
に

5�

0
0
万
円
を
追
加
。

和束町議会だより
意見書、議員賛否
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和束町議会だより
一般質問

　₉月８・９日に行った一般質問には、５人の議員が質
問に立ち、町長等に対して様々な課題についてただしまし
た。各議員の質問項目を紹介します。

　一般質問は、町の行財政全般にわたる議員主導による政策論議です。
　質問時間は答弁を含め１時間以内で、時間内に何度でも質問できます。記事は質問順で、
内容は本人から提出された要約原稿です。
　詳細は、後日ホームページに掲載する議事録でご確認ください。

一 般
質 問

町政を問う！
� 提案する！

①井上�武津男�議員　（11ページ）
１．水道料金の大幅値上げは
２．相楽東部広域連合は、解散の時

期がきているのでは
３．保育園の給食の状況は

③村山�一彦�議員　（13ページ）
１．通学路の再点検を
２．水道料金値上げの理由は
３．コロナワクチン接種の状況は

⑤岡本�正意�議員　（15ページ）
１．生活と営業を壊す水道料金値上げの中止を
２．新型コロナ「第５波」から命を守る

②小西�啓�議員　（12ページ）
１．水道料金値上げの根拠は
２．水道料金の現年度分、過年度分

の収入状況は

④髙山�豊彦�議員　（14ページ）
１．簡易水道の今後の維持管理は
２．コロナワクチン接種の今後の考

えは
３．地域おこし協力隊事業の状況は
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問
　

な
ぜ
今
回
、
大
幅
値

上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

答
　

町
長

　

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
是
正
、
水

道
事
業
に
お
け
る
独
立
採
算
制

の
維
持
と
優
位
な
交
付
金
等
の

収
入
確
保
す
る
た
め
、
使
用
者

の
応
分
の
負
担
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
　

近
隣
、
市
町
村
の
現

在
価
格
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

20
立
米
使
用
料
で
の
比
較
で

は
、
笠
置
町
が
2
6
6
9
円
、

南
山
城
村
で
は
4
1
6
0
円
、

一
番
高
額
な
自
治
体
で
は
7�
0�

0�

0
円
を
オ
ー
バ
ー
し
ま
す
。

問
　

水
道
委
員
会
の
意
見

報
告
書
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

平
成
31
年
度
・
令
和
元
年
度

に
3
回
、
令
和
2
年
度
に
1

回
、
令
和
3
年
度
に
2
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
は
、
耐
震
化
・
水
源
の

一
元
化
事
業
等
の
経
営
戦
略
策

定
を
説
明
し
、
2
回
目
以
降
は

改
定
案
の
提
示
、
協
議
を
繰
り

返
し
行
っ
た
。

問
　

過
去
に
お
い
て
最
後

の
値
上
げ
は
い
つ
か
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

平
成
19
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　

今
回
ま
で
価
格
維
持

し
て
き
た
理
由
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

水
道
料
金
は
年
間
約
8

�
0

�
0
�

0
万
円
前
後
の
収
入
が
あ
り
、

起
債
元
利
償
還
金
の
約
半
分
、

公
料
金
対
策
経
費
の
基
準
内
で

の
受
入
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計

よ
り
繰
入
れ
を
行
い
事
業
運
営

が
で
き
て
い
た
。
さ
ら
に
徴
収

事
務
の
取
り
組
み
で
収
率
99
％

台
の
維
持
に
よ
る
も
の
。

問
　

値
上
げ
は
今
回
最
後

で
、
暫
く
値
上
げ
は
な
い
か
。

答
　

町
長

　

経
営
の
状
況
次
第
で
の
改
定

は
あ
り
得
る
。
値
上
げ
を
せ
ぬ

努
力
は
し
た
い
。

相
楽
東
部
広
域
連
合
の
今

後
は問

　

連
合
を
い
つ
ま
で
続

け
る
つ
も
り
で
す
か
。

答
　

町
長

　

平
成
の
大
合
併
で
、
相
楽
7

町
村
が
、
一
つ
に
な
ら
な
か
っ

た
。
結
果
、
東
部
3
町
村
に
よ

る
行
政
の
連
合
が
成
立
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
き
な
特
別
な
自

治
体
と
し
て
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

問
　

教
育
委
員
会
の
連
合

よ
り
解
散
は
。

答
　

町
長

　

連
合
の
趣
旨
と
同
じ
で
、
こ

れ
か
ら
も
発
展
さ
せ
て
い
く
立

場
で
あ
る
。

保
育
園
の
給
食
に
つ
い
て

問
　

給
食
費
の
総
額
及
び
、

業
者
・
学
校
給
食
会
の
割
合

は
。答

　

福
祉
課
長

　

総
額
は
7
4
6
万
7
1
3
0

円
で
、
業
者
は
約
56
・
8
％
、

学
校
給
食
会
は
約
43
・
2
％
と

な
っ
て
い
る
。

問
　

学
校
給
食
会
の
役
割

は
既
に
終
了
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
一
般
入
札
に
変
更
さ

れ
な
い
の
か
。

答
　

町
長

　

量
・
質
・
価
格
の
安
定
供
給

の
た
め
、
学
校
給
食
会
か
ら
の

購
入
を
維
持
し
た
い
。

和束町議会だより
一般質問

水道料金の大幅値上げは

健全な水道事業経営を維持する事 町長

井上 武津男 議員

相楽東部広域連合の今後は

和束保育園給食
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問
　

今
ま
で
料
金
値
上
げ

の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
は
ず
。

な
ぜ
そ
の
時
に
し
な
か
っ
た
の

か
。答

　

町
長

　

水
道
料
金
と
い
う
の
は
、
二

つ
の
形
態
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
水
道
事
業
を
運
営
し
て
い

く
日
常
や
っ
て
い
る
事
業
、
安

定
給
水
と
い
う
面
。
も
う
一
つ

は
、
安
定
給
水
を
図
る
た
め
の

施
設
整
備
で
あ
る
。
施
設
整
備

を
し
て
い
く
と
き
に
償
還
が
発

生
し
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら

は
、
法
定
内
の
範
囲
で
繰
り
入

れ
を
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

独
立
採
算
制
と
い
う
の
が
非
常

に
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、
こ
の
償
還
額
が
大
き

く
影
響
し
て
き
ま
す
。
こ
の
償

還
額
が
徐
々
に
上
が
っ
て
い

き
、
5
年
後
に
は
2
2
0
0
万

円
も
増
額
と
な
る
。
今
ま
で
投

資
し
て
完
成
し
て
、
そ
の
都
度

料
金
改
定
を
行
っ
て
き
た
。
住

民
に
安
定
し
て
給
水
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
中
で
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
施
設
投
資
に
お
金

を
か
け
て
き
た
こ
と
に
よ
る
応

分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
事
が

根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は

3
回
目
の
改
定
に
な
る
。
本
来

な
ら
昨
年
値
上
げ
を
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き

る
時
期
で
は
な
か
っ
た
。
平
成

29
年
度
か
ら
今
日
ま
で
4
年

間
、
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
結
論
が
出
て

水
道
委
員
会
か
ら
答
申
も
い
た

だ
い
た
内
容
で
あ
る
。
私
は
そ

れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
今

が
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
今
回
出
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
き
い
判

断
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

水
道
料
金
の
現
年
度
分
、

過
年
度
分
の
収
入
状
況
は

問
　

現
時
点
で
の
現
年
度

分
の
未
納
額
と
過
年
度
分
の
滞

納
額
は
。

答
　

町
長

　

8
月
31
日
現
在
で
、
現
年
度

分
は
30
万
6
1
1
8
円
、
過
年

度
分
は
、
1
1
9
5
万
6

�
7

�
5
�

0
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

滞
納
問
題
が
起
こ
る

と
い
う
事
は
、
本
当
に
困
窮
さ

れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
。
そ

の
方
の
意
見
を
聞
き
、
い
ろ
ん

な
方
法
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
　

町
長

　

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
と
十
分

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
何
で

も
か
ん
で
も

滞
納
額
を
減

ら
す
と
い
う

事
で
は
な
く
、

住
民
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
が

あ
り
ま
す
の

で
、
誠
意
を

も
っ
て
お
互

い
に
対
応
し

て
解
消
し
て
い
く
と
い
う
の
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
も
覚
書
を
結
ん
で
い

る
。問

　

平
成
29
年
の
一
般
質

問
の
時
も
、
町
長
は
滞
納
問
題

は
一
生
懸
命
解
決
し
て
い
く
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
。
水
道
料
金

も
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
、
た
ま
る
一
方
で
だ
ん
だ
ん

赤
字
経
営
の
体
質
に
な
っ
て
い

く
。
滞
納
さ
れ
る
方
は
何
か
理

由
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
起
債

の
償
還
金
が
増
え
る
か
ら
値
上

げ
さ
れ
る
。
今
ま
で
段
階
的
に

値
上
げ
を
し
て
い
れ
ば
こ
ん
な

大
幅
値
上
げ
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。答

　

町
長

　

現
年
度
分
の
未
納
額
は
減
っ

て
き
て
い
る
。
過
年
度
分
の
滞

納
額
も
減
り
つ
つ
あ
る
が
、
滞

納
が
残
っ
て
余
計
に
苦
し
む
か

ら
今
回
の
値
上
げ
は
や
め
て
お

こ
う
と
な
る
と
、
会
計
そ
の
も

の
が
不
安
定
化
す
る
。
私
は
む

し
ろ
改
正
す
べ
き
時
は
改
正
し

て
、
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

住
民
側
に
立
ち
寄
り
、
可
能
な

限
り
努
力
は
し
て
い
た
だ
く
。

苦
し
い
方
に
も
寄
り
添
っ
て
対

応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
を
主
に
し
て
し
ま

い
、
全
部
無
し
に
し
て
し
ま
う

と
い
う
の
は
、
経
営
感
覚
か
ら

い
っ
た
ら
問
題
だ
ろ
う
と
思

う
。
改
正
は
き
ち
っ
と
し
て
、

寄
り
添
う
と
こ
ろ
は
寄
り
添
っ

て
い
く
。
住
民
一
人
も
取
り
残

さ
な
い
、
そ
う
い
う
姿
勢
で
臨

ん
で
い
く
の
が
行
政
の
在
り
方

だ
と
思
っ
て
い
る
。
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

和束町議会だより
一般質問

水道料金値上げの根拠は

簡易水道事業経営の安定化を図り、
将来を見据えた経営を行うため町長

小西 啓 議員
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通
学
路
の
再
点
検

問
　

通
学
路
の
危
険
箇
所

の
把
握
は
出
来
て
い
る
の
か
。

答
　

町
長

　

毎
年
度
教
育
関
係
者
、
木
津

署
、
役
場
で
危
険
箇
所
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
対
応
策
を
協

議
し
て
い
る
。

問
　

和
束
保
育
園
前
の
町

道
一
旦
停
止
線
は
引
け
な
い
か
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
や

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
で
通
行
の
規

制
を
検
討
し
て
い
る
。

問
　

杣
田
地
区
内
の
道
路
、

抜
け
道
に
も
な
っ
て
い
て
、
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
車
も
見
受
け

ら
れ
る
。
町
の
考
え
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

改
良
に
つ
い
て
は
京
都
府
に

要
望
し
て
い
る
が
早
期
に
は
で

き
な
い
。
注
意
看
板
を
設
置
で

き
る
よ
う
進
め
た
い
。

水
道
料
金
値
上
げ
に
つ

い
て問

　

値
上
げ
の
理
由
は
。

答
　

町
長

　

和
束
町
簡
易
水
道
事
業
経
営

の
安
定
化
を
図
り
、
将
来
を
見

据
え
た
経
営
を
行
う
た
め
。
前

回
の
中
央
浄
水
場
整
備
、
昨
年

度
完
了
し
た
簡
易
水
道
一
元
化

整
備
事
業
で
発
行
し
た
、
事
業

債
の
償
還
が
ピ
ー
ク
時
に
約
1

億
5
0
0
0
万
円
に
達
す
る
こ

と
か
ら
。

問
　

平
成
9
年
か
ら
36
億

円
、
平
成
27
年
か
ら
10
億
円
と

大
型
投
資
を
し
て
い
る
。
直
近

の
値
上
げ
は
平
成
19
年
度
と
聞

い
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
も
っ

と
値
上
げ
を
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
。
値
上
げ
額
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

十
立
米
1
3
0
0
円
か
ら
1

5
0
0
円
に
2�

0
0
円
値
上
げ
、

超
過
料
金
は
、
一
立
米
1
5�

0

円
か
ら
1
7
0
円
に
改
定
。

問
　

今
回
、
改
訂
料
金
が

5
立
米
2
0
0
0
円
と
な
っ
て

い
る
が
1
5
0
0
円
に
お
さ
え

ら
れ
な
い
か
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

本
町
は
基
本
料
金
内
の
方
が

41
％
お
ら
れ
る
。
超
過
料
の
使

用
料
が
も
の
す
ご
く
少
な
い
。

ご
理
解
願
い
た
い
。

問
　
「
水
道
事
業
、
府
内

3
圏
域
で
連
携
、
統
合
、
検
討
」

の
新
聞
記
事
が
載
っ
て
い
た

が
。答

　

建
設
事
業
課
長

　

京
都
水
道
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
〈
京
都
府
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
〉

が
策
定
さ
れ
て
お
り
和
束
も
参

画
し
な
が
ら
動
い
て
い
る
。
し

か
し
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
問
題

が
あ
り
難
し
い
。

問
　

水
道
事
業
の
内
容
を

見
る
と
、
水
の
売
り
先
を
見
つ

け
な
い
と
い
け
な
い
。
ト
ン
ネ

ル
が
つ
い
た
ら
企
業
、
定
住
者

誘
致
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答
　

町
長

　

ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
も
含

め
て
、
十
分
理
解
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
　

値
上
げ
の
条
件
と
し

て
滞
納
者
ゼ
ロ
に
す
べ
き
。
こ

れ
が
住
民
の
本
音
だ
が
。

答
　

町
長

　

平
成
26
年
度
に
は
過
年
度
分

の
滞
納
者
を
一
旦
整
理
。
平
成

28
年
度
よ
り
現
年
度
分
に
つ
い

て
は
徴
収
率
99
％
程
度
で
推
移

し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
　

現
時
点
で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

①
65
才
以
上　

88
・
1
％

　

②
64
才
以
下　

68
・
5
％

問
　

受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
の
対
応
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
ら
せ
て
も

ら
い
、
そ
の
集
計
結
果
を
も
と

に
改
め
て
接
種
の
案
内
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問
　

P
C
R
検
査
の
助
成

金
を
考
え
て
い
る
と
の
事
だ

が
。答

　

町
長

　

検
査
費
用
の
2
/
3
、
2
回

ま
で
で
上
限
が
1
万
3
0
0
0

円
。

和束町議会だより
一般質問

なぜ今水道料金大幅値上げを
しなくてはならないのか

事業債の償還が今後大幅に増えるため
経営の安定化をはかる 町長

コロナウイルス

村山 一彦 議員
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問
　

簡
易
水
道
事
業
の
広

域
化
の
考
え
は
。

答
　

町
長

　

平
成
30
年
に
策
定
さ
れ
た
京

都
水
道
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

「
京
都
府
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

沿
っ
た
広
域
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
参
画
し
、
近
隣
市
町
村

と
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
事
務
を

進
め
て
い
く
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

事
業
統
合
は
地
理
的
要
因
の

面
か
ら
困
難
、
相
楽
東
部
3
町

村
で
水
道
施
設
台
帳
シ
ス
テ
ム

や
法
適
応
化
に
む
け
た
取
り
組

み
に
着
手
し
て
い
る
。
京
都
府

の
広
域
化
に
つ
い
て
は
各
自
治

体
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
中
で
あ
る
。

問
　

西
部
地
域
の
整
備
を

行
う
財
源
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

補
助
事
業
の
有
利
な
補
助
金

を
確
保
し
た
い
。

問
　

事
業
費
の
残
り
は
起

債
と
し
て
、
料
金
へ
の
影
響

は
。答

　

建
設
事
業
課
長

　

起
債
の
償
還
の
状
況
や
、
今

後
の
社
会
状
況
、
国
の
事
業
等

の
動
向
も
見
な
が
ら
計
画
的
に

進
め
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
今
後
の
考
え
を
問
う

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
今
後
の
進
め
方
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

未
接
種
者
を
対
象
に
調
査
を

実
施
、
集
計
結
果
を
基
に
接
種

計
画
を
考
え
た
い
。

問
　

接
種
を
希
望
さ
れ
て

い
な
い
住
民
へ
の
対
応
は
。

答
　

福
祉
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
情
報
を
周
知
す
る

こ
と
で
、
改
め
て
住
民
の
皆
様

に
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　

ワ
ク
チ
ン
は
何
人
分

確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

答
　

　

未
接
種
の
方
が
全
員
来
ら
れ

た
と
し
て
も
確
保
し
て
い
る
。

問
　

個
別
接
種
で
は
近
隣

市
町
村
在
住
の
本
町
出
身
者
を

含
め
人
数
の
調
整
が
で
き
な
い

か
。答

　

福
祉
課
長

　

最
終
的
に
は
、
広
域
的
な
接

種
が
必
要
、
提
案
内
容
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

を
問
う

問
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
の
目
的
は
。

答
　

町
長

　

総
務
省
に
よ
る
過
疎
対
策
を

目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
制
度
で
、
任

期
は
１
年
以
上
か
ら
３
年
以
下

の
期
間
で
、
条
件
不
利
地
域
に

移
住
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地

場
産
品
の
開
発
販
売
・
P
R
等

の
地
域
お
こ
し
支
援
や
農
林
水

産
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な

ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
、

そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
人
的
支
援
策
で
あ
る
。
本

町
で
は
、
観
光
、
茶
業
等
の
分

野
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
行

政
で
は
で
き
な
か
っ
た
柔
軟
な

地
域
お
こ
し
策
が
で
き
、
地
域

の
活
性
化
が
図
れ
る
効
果
が
あ

る
。問

　

受
け
入
れ
に
お
け
る

本
町
の
対
応
は
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

居
住
す
る
空
き
家
や
活
動
用

の
車
両
等
を
確
保
す
る
他
、
活

動
地
域
へ
の
紹
介
や
生
活
の
困

り
ご
と
の
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

問
　

こ
れ
ま
で
受
け
入
れ

た
協
力
隊
員
の
累
計
数
と
定
住

数
は
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

平
成
28
年
か
ら
今
年
度
ま
で

に
8
名
を
受
入
れ
、
そ
の
内
1

名
が
定
住
し
て
い
る
。

問
　

空
き
家
の
改
修
費
用

を
見
直
し
、
安
心
・
安
全
な
生

活
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
隊
員

の
定
住
や
雇
用
促
進
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
。

答
　

町
長

　

空
き
家
も
大
き
な
地
域
力
の

宝
と
位
置
づ
け
、
定
住
し
得
る

手
段
と
な
る
よ
う
考
え
る
。

和束町議会だより
一般質問

西部地域の簡易水道配水管等の
整備計画は。

安定的な経営を目指しつつ、計画的な
整備に努力している。町長

髙山 豊彦 議員

コロナワクチン集団接種会場



15

問
　

コ
ロ
ナ
禍
の
大
幅
値

上
げ
の
生
活
や
営
業
、
地
域
経

済
等
へ
の
影
響
は
。
良
い
影
響

は
あ
る
の
か
。

答
　

町
長

　

住
民
に
応
分
の
負
担
を
お
か

け
す
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
、

不
安
定
な
経
営
を
行
う
こ
と
は

結
果
的
に
不
安
を
与
え
る
。
良

い
影
響
は
安
心
安
全
な
水
を
供

給
で
き
る
安
心
感
と
考
え
る
。

問
　

昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍

が
深
刻
で
も
値
上
げ
を
判
断
し

た
根
拠
は
。

答
　

町
長

　

水
道
を
上
げ
て
も
他
の
施
策

で
対
応
し
て
い
る
。
今
回
は
超

過
を
30
円
だ
け
プ
ラ
ス
す
る
も

の
。問

　

住
民
へ
の
説
明
、
情

報
提
供
、
意
見
聴
取
は
ど
う

行
っ
た
の
か
。

答
　

町
長

　

住
民
を
代
表
す
る
水
道
委
員

さ
ん
か
ら
多
様
な
意
見
を
伺

い
、
担
当
課
が
集
約
し
今
回
の

案
に
ま
と
め
た
。

問
　

値
上
げ
で
納
付
や
徴

収
が
困
難
に
な
る
の
で
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

延
滞
さ
れ
る
方
も
出
る
の
で
、

徴
収
体
制
を
つ
く
り
た
い
。

問
　
「
太
い
パ
イ
プ
」
の

京
都
府
や
国
に
財
政
支
援
を
求

め
た
の
か
。

答
　

町
長

　

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
の
府

幹
事
と
し
て
財
政
支
援
や
広
域

化
等
を
要
望
し
て
い
る
。

問
　

人
口
減
少
が
理
由
な

ら
減
少
が
続
け
ば
値
上
げ
を
繰

り
返
す
の
で
は
。「
低
廉
（
安

価
）
な
水
の
供
給
を
図
る
」
と

し
た
水
道
法
に
反
す
る
の
で

は
。答

　

建
設
事
業
課
長

　

人
口
減
少
が
大
き
な
要
因
で

は
な
く
、
節
水
技
術
等
の
普
及

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
豊
富

な
水
の
供
給
、
生
活
環
境
の
改

善
に
寄
与
し
て
い
る
。

問
　

公
営
企
業
会
計
へ
の

移
行
に
法
的
根
拠
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

移
行
は
責
務
で
あ
り
、
財
源

確
保
か
ら
も
必
須
と
考
え
る
。

問
　

一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
れ
は
町
の
判
断
で
可

能
で
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

独
立
採
算
の
原
則
か
ら
も
繰

入
れ
は
行
わ
な
い
の
が
当
然
だ
。

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
値
上

げ
強
行
は
、
命
と
生
活
を
守
る

自
治
体
の
責
任
放
棄
で
あ
り
中

止
を
。

答
　

町
長

　

安
定
し
た
水
道
水
を
供
給
す

る
こ
と
が
行
政
の
使
命
で
あ
り
、

理
解
を
求
め
た
い
。

問
　

町
長
選
挙
で
は
触
れ

な
い
ま
ま
の
値
上
げ
は
信
義
に

反
す
る
の
で
は
。

答
　

町
長

　

言
葉
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

方
向
を
訴
え
付
託
を
受
け
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守

る問
　

検
査
体
制
の
抜
本
的

な
強
化
を
・
・
①
保
育
所
、
児

童
ク
ラ
ブ
、
学
校
、
子
ど
も
館
、

医
療
機
関
、
介
護
関
係
者
、
観

光
関
係
者
等
で
の
定
期
的
な

P
C
R
検
査
の
実
施
、
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
の
常
備
を
②
診
療
所

で
の
検
査
実
施
体
制
の
整
備

を
。答

　

福
祉
課
長

　

厚
労
省
か
ら
保
育
園
や
児
童

ク
ラ
ブ
へ
の
抗
原
簡
易
キ
ッ
ト

の
配
布
希
望
の
問
合
せ
が
あ
り
、

申
請
を
し
て
お
り
、
9
月
中
に

配
布
予
定
。

答
　

診
療
所
事
務
長

　

山
城
病
院
へ
の
紹
介
で
対
応

し
て
い
る
。
事
前
の
検
査
に
は

施
設
整
備
や
ス
タ
ッ
フ
確
保
が

必
要
。

問
　

地
域
で
の
診
療
体
制

の
早
期
整
備
を
。

答
　

町
長

　

地
域
の
医
療
機
関
で
適
切
な

治
療
が
で
き
れ
ば
重
症
化
を
防

ぎ
、
保
健
所
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
の
は
確
か
だ
が
、
現
行

で
は
保
健
所
を
経
ず
に
治
療
は

で
き
な
い
。

和束町議会だより
一般質問

生活と営業を壊す水道料金
値上げは中止を

熟慮に熟慮をかさね、
ギリギリいっぱいであり理解を 町長

岡本 正意 議員

地域医療体制の整備を
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第
2
回
定
例
会
が
、
7
月
19
日
に
開
催
。
一
般
質
問

で
は
、
学
校
給
食
の
納
入
状
況
や
認
知
症
初
期
集
中
事

業
の
取
り
組
み
、
ご
み
の
減
量
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
た
め
の
校
則
の
見
直
し
、
学
校
女
子
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
の
常
備
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。
3
年
度

の
補
正
予
算
は
、
2
0
4
2
万
円
を
増
額
し
た
。
主
な

も
の
は
テ
ー
ル
ア
ル
メ
擁
壁
安
全
対
策
工
事
の
設
計
積

算
委
託
費
と
な
っ
て
お
り
、
委
託
費
の
内
容
や
、
和
束

小
学
校
体
育
館
の
修
繕
費
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、

賛
成
者
全
員
で
可
決
し
た
。

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

広域連合議会報告

　

8
月
25
日
、
令
和
3
年
度
事

業
の
執
行
状
況
や
令
和
2
年
度

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
事
務
調

査
を
行
っ
た
。

総
務
課

○�

茶
源
郷
ま
つ
り
開
催
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、
9
月
に
開
催
す

る
実
行
委
員
会
で
一
定
の
方

向
性
を
決
定
す
る
。

○�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

に
つ
い
て
は
、
寄
附
金
の
活

用
区
分
を
「
生
業
景
観
を
守

る
ま
ち
づ
く
り
」「
こ
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
」
の
二
つ
に
項

目
を
絞
り
、
返
礼
品
に
お
い

て
は
「
さ
と
ふ
る
」
と
い
う

サ
イ
ト
を
追
加
す
る
。

○�

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
事
業
と
し
て
、
P
C
R
検

査
の
助
成
に
つ
い
て
、
現
在

要
網
等
を
調
整
し
て
い
る
。

福
祉
課

○�

コ
ロ
ナ
関
連
の
予
算
と
し
て

低
所
得
、
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
は
51
人
に

給
付
、
新
生
児
応
援
特
別
給

付
金
に
つ
い
て
は
3
人
に
給

付
し
た
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

事
情
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
の
取

組
は
。

答　

約
7
0
0
人
が
未
接
種
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
思
調
査

を
行
う
。

問　

各
年
代
別
の
接
種
状
況

は
。

答　

20
代
50
％
、
30
代
48
％
、

10
代
66
％
、
40
代
56
％
、
50
代

60
〜
70
％
程
度
で
あ
る
。

問　

和
束
町
は
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
で
き
る
の
は
山
城
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
と
京
都
第
一
、
第

二
日
赤
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

答　

人
間
ド
ッ
ク
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
各
市
町
村
毎
の
個
別

の
事
業
と
な
る
た
め
、
契
約
も

個
別
に
医
療
機
関
と
結
ん
で
い

る
。

問　

コ
ロ
ナ
が
長
引
く
中
で
生

活
保
護
の
相
談
や
緊
急
小
口
資

金
、
く
ら
し
の
資
金
の
利
用
、

国
保
税
の
減
免
状
況
は
。

答　

生
活
保
護
は
1
〜
2
ヶ
月

に
1
件
の
相
談
が
あ
る
。
緊
急

小
口
資
金
、
く
ら
し
の
資
金
は

利
用
者
は
増
え
て
い
な
い
。
国

保
税
は
2
件
減
免
決
定
し
て
い

る
。

問　

茶
源
郷
配
信
シ
ス
テ
ム
の

進
捗
状
況
は
。

答　

N
T
T
よ
り
デ
モ
機
の
提

示
を
受
け
問
題
な
け
れ
ば
進
め

て
い
く
。
早
け
れ
ば
9
月
中
旬

か
ら
設
置
し
11
月
ま
で
に
完
了

し
た
い
。

問　

妊
婦
へ
の
町
と
し
て
の
関

わ
り
や
乳
幼
児
相
談
、
検
診
に

つ
い
て
現
状
は
。

答　

母
子
手
帳
を
取
り
に
来
ら

れ
た
方
に
電
話
で
一
定
対
応
し

て
い
る
。

問　

8
月
14
日
午
後
10
時
に
避

難
準
備
情
報
を
発
令
さ
れ
た

が
、
避
難
し
や
し
す
い
時
間
が

よ
か
っ
た
の
で
は
。

答　

気
象
台
の
予
報
で
は
夜
中

か
ら
朝
に
か
け
て
線
状
降
水
帯

が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
の

連
絡
を
受
け
て
の
対
応
。
適
正

な
対
応
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

京
都
地
方
税
機
構
広
域
連
合
議
会

　

第
2
回
定
例
会
が
、
8
月
11
日
に
開
催
。
議
員
の
異

動
に
よ
り
、
議
長
に
荒
巻
京
都
府
議
会
議
員
を
、
副
議

長
に
河
原
宮
津
市
議
会
議
員
を
選
出
し
た
。
監
査
委
員

に
は
瀬
野
舞
鶴
市
代
表
監
査
委
員
を
選
任
し
同
意
し

た
。
一
般
質
問
で
は
、
徴
収
業
務
の
こ
れ
ま
で
の
評
価

と
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組
方
針
、
生
活
困

窮
者
の
徴
収
業
務
の
あ
り
方
、
給
付
金
や
貸
付
金
の
差

し
押
さ
え
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
電
話
督
促
な
ど
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
た
。

　

令
和
2
年
度
決
算
に
つ
い
て
賛
成
者
多
数
で
認
定
し

た
。

令
和
2
年
度
決
算
額

�

歳
入
総
額　

25
億
5
2
9
5
万
円

�

歳
出
総
額　

25
億
5
1
6
9
万
円

和束町議会だより
委員会報告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

��村山
��髙山・岡本
��畑・岡田（勇）
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8
月
16
日
、
令
和
3
年
度
事

業
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
事
務

調
査
を
行
っ
た
。

地
域
力
推
進
課

○�

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で

は
、
日
本
茶
の
お
茶
産
地
を

駆
け
巡
る
「
日
本
茶
マ
ラ
ソ

ン
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
。

○�

茶
畑
景
観
に
囲
ま
れ
た
町
内

を
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
作
成
す
る
「
御
茶
印
帳
め

ぐ
り
」
を
実
施
。

○�

来
年
5
月
に
開
催
さ
れ
る

W
M
G
大
会
に
向
け
、
商
業

施
設
で
も
P
R
し
認
知
度

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。
現

在
、
4
9
2
人
が
エ
ン
ト
リ

ー
さ
れ
て
い
る
。

農
村
振
興
課

○�

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

改
修
工
事
は
、
10
月
末
完
成

の
予
定
で
あ
る
。

〇�

荒
廃
竹
林
伐
採
整
備
事
業
で

は
、
府
道
木
津
信
楽
線
の
川

向
か
い
の
撰
原
か
ら
石
寺
に

か
け
て
、
荒
廃
し
て
い
た
竹

林
の
整
備
を
行
っ
た
。

建
設
事
業
課

○�

祝
橋
整
備
事
業
は
、
現
在
、

上
部
工
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
石
寺
橋
整
備
事
業

も
用
地
交
渉
を
進
め
て
い

る
。

○�

府
道
宇
治
木
屋
線
犬
打
峠
ト

ン
ネ
ル
工
事
は
、
和
束
町
か

ら
の
掘
削
が
年
末
か
ら
年
明

け
に
か
け
て
始
ま
る
予
定
で

あ
る
。

〇�

府
道
木
津
信
楽
線
原
山
か
ら

湯
船
方
面
で
法
面
の
工
事
を

実
施
す
る
た
め
、
9
月
上
旬

か
ら
約
3
か
月
片
側
通
行
に

な
る
。

総
合
施
設
整
備
課

○�

総
合
保
健
福
祉
施
設
整
備
事

業
の
候
補
地
（
役
場
周
辺
）

や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助

金
に
つ
い
て
、
活
動
の
内
容
や

成
果
発
表
の
場
を
設
け
て
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
発
表
な

り
新
聞
掲
載
な
ど
も
さ
れ
て
い

る
が
、
町
内
の
方
に
向
け
て
可

視
で
き
る
必
要
性
も
感
じ
る
。

今
後
検
討
す
る
。

問　

7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
員
数
や

お
客
の
入
込
状
況
は
。

答　

会
員
数
は
40
名
ほ
ど
と
聞

い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
好

評
の
中
、
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。

問　

府
道
宇
治
木
屋
線
犬
打
峠

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
本
格
的
に
始

ま
る
が
、
工
事
車
両
の
管
理

は
。

答　

京
都
府
と
も
協
議
し
、
十

分
注
意
し
て
進
め
て
い
く
。

問　

今
年
、
一
番
茶
は
霜
被
害

が
あ
り
、
二
番
茶
も
出
荷
が
少

な
か
っ
た
。
分
析
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。
支
援
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

平
成
30
年
と
比
較
し
て

40
％
減
少
し
て
い
る
が
、
収
入

保
険
の
加
入
も
増
え
て
き
て
い

る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
9
月

補
正
予
算
で
予
定
し
て
い
る
。

問　

荒
廃
竹
林
伐
採
整
備
は
、

今
後
も
続
け
る
べ
き
で
は
。

答　

今
回
は
一
番
目
立
つ
部
分

を
伐
採
し
た
。
今
後
、
段
階
的

に
や
っ
て
い
く
方
向
で
は
あ
る

が
、
受
益
者
の
方
と
の
調
整
や

場
所
も
か
な
り
危
険
で
あ
り
作

業
も
難
し
い
。

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　

第
2
回
定
例
会
が
、
8
月
27
日
に
開
催
。
副
連
合
長

に
堀
和
束
町
長
と
吉
田
京
都
市
副
市
長
を
、
監
査
委
員

に
は
、
川
村
城
陽
市
代
表
監
査
委
員
と
片
岡
京
田
辺
市

議
会
議
員
を
選
任
し
同
意
し
た
。
令
和
2
年
度
決
算
に

つ
い
て
賛
成
者
多
数
で
認
定
し
た
。
3
年
度
の
補
正
予

算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
傷
病
手

当
金
の
制
度
延
長
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増
額
等
で
、

賛
成
者
全
員
で
可
決
し
た
。
専
決
処
分
で
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
保
険
料
減
免
制
度
の
延
長

及
び
保
険
料
軽
減
特
別
制
度
廃
止
に
伴
う
関
係
規
定
の

整
備
に
つ
い
て
、
賛
成
者
全
員
で
承
認
し
た
。
ま
た
、

2
件
の
請
願
書
を
不
採
択
し
た
。

令
和
2
年
度
決
算
額

・
一
般
会
計

�

歳
入
総
額　
　
　
　

11
億　

8
7
4
万
円

�

歳
出
総
額　
　
　
　

10
億
2
4
1
9
万
円

・
特
別
会
計

�

歳
入
総
額　

3
7
4
3
億
6
7
1
6
万
円

�

歳
出
総
額　

3
5
5
3
億
2
0
2
6
万
円

広域連合議会報告

和束町議会だより
委員会報告

産
業
常
任
委
員
会

��吉田
��井上・藤井
��小西・岡田（泰）
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
今
年
も
衰
え
を

知
ら
ず
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
。
ワ
ク
チ
ン

効
能
は
、
万
能
で
は
な
く
感
染
拡
大
を
防
ぐ

の
は
難
し
い
こ
と
が
鮮
明
と
な
っ
た
。
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
感
染
予
防
に
万
全
を
期
し

て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
。

　

オ
リ
パ
ラ
が
無
観
客
の
状
態
で
強
行
開
催

さ
れ
た
。
で
も
各
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
持

て
る
技
の
限
界
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
は
美
し

く
映
っ
た
。
開
催
国
と
し
て
の
地
の
利
を
活

か
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ
げ
ら
れ
た
選

手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
多

く
の
感
動
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
で
沈
ん
で
い
た

気
持
ち
に
笑
顔
が
戻
り
、
世
界
は
一
つ
と
い

う
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

近
年
、
温
暖
化
現
象
が
定
着
し
、
四
季
の

変
化
が
肌
で
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
気
候

変
動
の
問
題
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
く
な

り
、
春
夏
秋
冬
の
メ
リ
ハ
リ
の
区
別
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
寂
し
さ
を
覚
え
る
。

せ
め
て
生
活
リ
ズ
ム
だ
け
で
も
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
生
活
を
心
掛
け
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
ぶ
っ
飛
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
岡
田　

泰
正
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

村　

山　

一　

彦

副
委
員
長　
　

藤　

井　

清　

隆

委　
　

員　
　

吉　

田　

哲　

也

委　
　

員　
　

小　

西　
　
　

啓

委　
　

員　
　

岡　

田　

泰　

正

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
さ
れ
た
き
っ
か
け

　
　
は
？

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
や
、
今
後
の
世
情

　
　

を
鑑
み
て
、
今
の
う
ち
に
都
会
（
大
阪
出
身
）
の

街
並
み
か
ら
離
れ
、
自
然
豊
か
な
田
舎
に
移
住
し
た
い

と
思
っ
た
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
募
集
を

知
り
ま
し
た
。

和
束
町
に
住
ん
で
み
て
印
象
は
？

美
し
い
茶
畑
の
景
観
、
自
然
豊
か
な
山
々
に
囲
ま

　
　

れ
、
四
季
折
々
の
風
情
や
営
み
を
色
濃
く
感
じ
ら

れ
、
人
の
温
か
さ
と
、
ど
こ
か
余
裕
の
あ
る
感
じ
が
好

き
で
す
。
初
め
て
和
束
茶
を
飲
ん
で
感
動
し
ま
し
た
。

近
く
に
買
い
物
す
る
場
所
も
少
な
い
が
、
車
が
あ
れ
ば

大
体
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
の
で
、
不
自
由
さ
や
困
る
事

も
無
く
楽
し
ん
で
ま
す
。
古
民
家
に
住
ん
で
ま
す
が
、

夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
く
、
今
迄
感
じ
た
事
の
無
い
不
便

さ
の
反
面
、
新
し
い
刺
激
や
感
動
で
移
住
し
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
店
舗
運
営
、
企
画
を
し
て

　
　

い
ま
す
。
約
70
人
の
会
員
さ
ん
と
日
々
、
商
品
の

納
入
や
農
業
の
取
り
組
み
な
ど
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
毎
日
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た

時
間
が
で
き
れ
ば
自
身
で
畑
を
借
り
、
野
菜
も
作
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
で
す
か
？

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
や
畑
の
耕
作
等
を
通

　
　

し
て
、
和
束
町
の
地
域
柄
、
人
柄
等
が
垣
間
見
え
、

和
束
町
を
も
っ
と
知
り
、
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ

る
方
達
と
何
か
や
っ
て
み
た
い
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
な
の
で
現
在
模
索
中
で
す
。
今
後
、
こ
の
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
住
民
の
方
が
何
か
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
た
時
に
活
動
の
場
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
、
こ
ん

な
場
所
が
和
束
町
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
事
も
知
っ
て
ほ

し
い
。
集
ま
っ
て
世
間
話
を
し
た
り
、
会
議
を
し
た
り

気
軽
に
集
え
る
場
所
に
、
ま
た
生
産
者
と
消
費
者
が
交

流
で
き
、
今
後
、
生
産
者
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
で
き

る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
発
展
し
て
い
っ
た
先
に
見
え

る
も
の
は
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
（
取
材　

藤
井
清
隆
）

今
回
は
、
昨
年
10
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
西
村
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。（
趣
味
は
テ
ニ
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
）

和束町議会だより

“交流ステーションを住民が気軽に集える場所に”
～地域おこし協力隊　西村 公一さん～

令
和
３
年
11月

15日
発
行
／
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
議
会
／
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
TE
L.0774-78-3003　

FA
X
.0774-78-2799

第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
中
旬
開
催
予
定
。


